
ちちも　　　　で聖‾▼聖塗亀踪
校舎風景

左／平成になって

下／昭和50年代

や首子弟

「
重
点
支
援
機
」
の
指
定
を
受
け
て

母
校
富
士
森
高
校
は
変
わ
り
ま
す
。

富
士
森
高
等
学
校
校
長

佐
　
藤
　
公
　
作

本
校
は
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
平

成
十
九
年
度
ま
で
　
「
重
点
支
援
校
」

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
「
重
点
支

援
校
の
指
定
」
　
は
、
東
京
都
教
育
委

員
会
の
施
策
の
ひ
と
つ
で
、
「
自
律
的

な
改
革
を
進
め
て
い
る
学
校
や
改
善
へ
の

取
り
組
み
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
学
校
を

指
定
す
る
こ
と
で
、
学
校
の
個
性
化
・
特

色
化
を
一
層
促
進
し
っ
つ
、
他
の
都
立
高

校
へ
も
自
律
的
改
革
の
波
及
効
果
を
生
み

出
し
、
都
民
に
倍
額
さ
れ
る
魅
力
あ
る
都

立
高
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
」
　
と
い
う
趣

旨
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
重
点
支
援
校
」
　
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

本
校
は
こ
れ
か
ら
以
下
の
よ
う
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
「
人
」
　
の
支
援
…
公
募
制
に
よ
る
人
材

の
配
置
等
②
　
「
物
」
　
の
支
援
…
施
設
設
備

の
優
先
的
処
置
等
③
「
金
」
　
の
支
援
…
予

○



算
の
重
点
配
布
④
　
「
指
導
」
　
の
支
援
…
各

種
研
究
校
へ
の
指
定
や
教
育
活
動
へ
の
具

体
的
な
指
導
助
言

昭
和
十
六
年
八
王
子
市
立
高
等
女
学
校

を
前
身
と
し
て
い
る
本
校
は
、
保
護
者
や

地
域
か
ら
は
伝
統
と
実
績
が
あ
る
穏
や
か

で
落
ち
着
い
た
学
校
と
し
て
の
評
価
が
あ

り
、
高
校
改
革
が
進
む
中
、
地
域
に
根
ざ

し
た
学
校
と
し
て
存
続
し
て
い
ま
す
。
生

徒
や
保
護
者
か
ら
は
「
希
望
す
る
進
路
の

実
現
」
と
　
「
健
全
な
人
間
関
係
の
確
立
」
、

「
楽
し
さ
と
成
就
感
の
あ
る
高
校
生
活
」
　
へ

の
期
待
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
富
士
森
高
生
一
人
一
人
が
本
来
も
っ

て
い
る
潜
在
的
な
能
力
や
将
来
の
可
能
性

「
（
F
畳
m
O
r
T
A
b
i
－
i
t
y
）
」
を
伸
ば
し
、
人
間▲校長室にて

性
を
高
め
、
多
様
な
進
路
実
現
に
応
え
る

教
育
計
画
を
F
A
達
成
プ
ラ
ン
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
「
F
A
達
成
プ
ラ
ン
」

は
、
生
徒
が
学
習
等
に
対
し
て
実
力
を
つ

け
、
自
ら
の
可
能
性
を
見
出
し
、
自
信
を

持
ち
、
進
路
希
望
の
実
現
を
目
指
す
プ
ラ

ン
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
く
重
点
的
な
教
育

活
動
が
重
点
支
援
校
の
内
容
で
、
概
要
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

□
学
習
指
導
の
充
実
と
学
力
の
向
上

生
徒
に
自
分
の
学
習
上
の
課
題
を
発
見

さ
せ
る
と
と
も
に
学
習
へ
の
展
望
と
意
欲

を
も
た
せ
、
希
望
す
る
進
路
を
実
現
す
る
。

そ
の
た
め
、
実
力
が
つ
く
授
業
へ
の
改
善
、

さ
ら
唐
、
日
常
的
な
補
習
や
長
期
休
業

中
の
底
学
指
導
等
に
よ
り
受
験
に
対
応
で

き
る
学
力
を
身
に
つ
け
る
。

ロ
希
望
す
る
進
路
の
実
現

進
路
指
導
部
・
学
年
の
連
携
を
中
心
に

三
年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
な
進
路
指
導

を
行
－
ち
そ
の
た
め
、
分
野
別
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
大
学
等
に
よ
る
模
擬
授
業
を
充

実
し
た
り
、
大
学
と
の
連
携
を
進
め
る
。

〓
部
活
動
・
学
校
行
事
な
ど
特
別
活
動
の

活
発
化
部
活
動
へ
の
加
入
を
促
し
、
活
動
の
参

加
率
を
高
め
る
な
ど
し
て
、
部
活
動
を
活

発
に
す
る
。
ま
た
、
生
徒
会
や
各
種
委
員

会
等
の
自
治
的
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

せ
、
学
校
生
括
を
高
め
る
態
度
を
育
成
す

る
。
体
育
祭
や
歩
行
会
、
文
化
祭
な
ど
の

行
事
に
お
い
て
も
生
徒
に
工
夫
さ
せ
、
富

士
森
高
生
と
し
の
自
覚
と
誇
り
を
高
め
る
。

口
達
携
型
中
高
〓
頁
教
育
へ
の
取
り
組
み

体
験
入
学
や
部
活
動
の
合
同
練
習
、
中

学
の
受
け
入
れ
授
業
等
の
実
績
を
活
か
し
、

地
域
の
中
学
校
と
授
業
や
部
活
動
な
ど
教

育
活
動
の
交
流
、
生
徒
や
教
員
の
人
的
な

交
流
を
行
う
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
、
選
択

授
業
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
交
流

し
、
教
育
課
程
上
に
位
置
づ
け
る
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
を
目
指
す
。

□
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
生
徒
と
P
T
A
に
よ
る
　
「
花
い
っ
ぱ
い

活
動
」
　
や
　
「
三
者
懇
談
会
」
、
地
域
の
高

齢
者
と
の
世
代
間
交
流
等
を
継
続
発
展
さ

せ
る
な
ど
し
て
、
生
徒
・
保
護
者
・
地
域

と
学
校
と
の
連
携
を
強
め
る
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

伝
統
あ
る
同
窓
会
を
通
し
て
、
実
社
会
で

ご
活
躍
の
皆
様
の
指
導
者
と
し
て
の
人
材

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
地
域
や
同

窓
会
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
校
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
設
置
な
ど
を
図
り
、
同
窓
会
や
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る

計
画
を
し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
、
社
会

で
ご
活
躍
の
皆
様
の
お
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

役

員

紹

介

名
誉
会
長
　
佐
藤
公
作
校
長

会
　
　
長
　
長
谷
川
隆
司
　
（
四
十
一
卒
）

副
会
長
　
水
越
幸
雄
（
四
十
三
年
卒
）

菱
山
寛
治
　
（
四
十
四
年
卒
）

幹
　
　
事
　
小
石
京
子
　
（
三
十
八
年
卒
）
・

福
田
文
夫
（
三
十
三
卒
）
・
須
藤
浩
　
（
五

十
年
卒
）
・
秋
山
達
夫
（
四
十
一
年
卒
）
・

東
浦
由
理
夫
　
（
五
十
八
年
卒
）
・
根
本

猛
　
（
H
八
年
卒
）
・
長
島
光
男
　
（
H
八

年
卒
）
・
山
田
賢
一
（
H
八
年
卒
）

会
　
　
計
　
馬
場
幸
枝
（
四
十
四
年
卒
）
・

近
か
お
る
　
（
五
十
四
年
卒
）

監
　
　
査
　
松
坂
章
二
　
（
四
十
五
年
卒
）
・

錦
織
政
晴
　
（
四
十
六
年
卒
）

◎

クラス会・同窓会蘭書毒亡ん乃

古き良き友との再会、せつない思い出、

新ためての出会い‥・。こんな思いを込

めて、クラス会や同窓会を開いてみま

せんか。事務局までご連絡下さい。通

信費相当としてクラス会で5，000円、

同窓会で10，000円を補助します。



◆
会
報
発
行
（
4
月
1
日
）

「
富
士
森
（
第
9
号
）
」
を
1
万
3
千
部

発
行
。
会
員
に
送
付
。
転
居
先
不
明
で

約
3
0
0
通
が
返
戻
。

◆
入
学
式
（
4
月
7
日
）

正
副
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。

◆
同
窓
会
総
会
（
5
月
3
0
日
）

母
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
。
開
催

に
先
立
ち
、
副
校
長
の
案
内
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ル
ー
ム
や
L
L
教
室
、

体
育
館
等
の
学
校
施
設
を
見
学
。
次

い
で
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ミ
ニ
演
奏

会
を
堪
能
。
そ
の
伴
奏
で
参
加
者
全

員
で
校
歌
を
合
唱
。
総
会
に
は
4
3

名
が
参
加
。
ま
た
、
P
T
A
か
ら
会
長
、

広
報
委
員
の
2
名
の
方
が
来
賓
と
し

て
出
席
。
事
業
報
告
や
会
計
報
告
な

ど
議
事
進
行
後
、
議
案
を
全
員
で
承
認
。

そ
の
後
、
ア
ジ
ア
ド
の
パ
ン
と
同
窓

生
経
営
の
　
「
稲
毛
屋
」
　
製
和
菓
子
を

つ
ま
み
な
が
ら
、
「
同
窓
会
の
活
動
」

に
つ
い
て
、
懇
談
。
活
発
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
総
会
終
了
後
、
会
場

を
近
所
の
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移
し
、

懇
親
会
を
開
催
。
岡
本
惇
先
生
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
た
。

◆
文
化
祭
（
9
月
1
9
・
2
0
日
）

セ
ー
ラ
ー
服
や
詰
め
襟
の
学
生
服
、
標

準
服
な
ど
の
制
服
を
展
示
し
た
ほ
か
、

各
年
度
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
学
校
行
事

な
ど
の
懐
か
し
い
写
真
パ
ネ
ル
、
同
窓

生
か
ら
の
近
況
報
告
ハ
ガ
キ
を
展
示
。

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
小
石
幹
事
に
よ

る
「
七
宝
教
室
」
を
開
催
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
や
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
を
制
作
。

さ
ら
に
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
な
ど
の
簡
単

な
接
待
に
よ
る
　
「
ほ
つ
と
コ
ー
ナ
ー
」

を
開
設
し
、
来
場
者
と
の
歓
談
の
場
を

提
供
。

◆
P
T
A
役
員
と
の
意
見
交
換
会

学
校
支
援
及
び
組
織
間
の
相
互
理
解
と

協
力
体
制
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
数

回
に
わ
た
る
意
見
交
換
会
を
開
催
。
母

校
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
お
互
い
に

協
力
し
あ
い
な
が
ら
母
校
の
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

◆
ク
ラ
ス
会
、
同
期
会
開
催
の
支
援

ク
ラ
ス
会
の
開
催
に
当
た
り
、
名
簿
の

提
供
、
通
信
費
の
補
助
な
ど
の
支
援
を

実
施
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
・
管
理

同
窓
会
活
動
の
日
常
的
な
P
R
活
動
の

一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
容
の
常
時
更
新
。

◆
卒
業
式
（
3
月
5
日
）

正
副
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
9

◆
皆
勤
賞
を
授
与

卒
業
式
前
日
に
行
わ
れ
る
予
行
演
習
時

に
3
年
間
、
無
遅
刻
・
無
欠
勤
の
生
徒

1
6
名
に
皆
勤
賞
と
し
て
電
子
辞
書
を

贈
呈
。

◆
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
（
3
月
2
－
日
）

を
支
援

い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
定
期

演
奏
会
の
会
場
費
の
一
部
支
援
及
び
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
広
告
掲
載
。

◆
幹
事
会
の
開
催

同
窓
会
の
円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
、

母
校
小
会
議
室
で
毎
月
第
3
土
曜
日
の

午
後
l
時
か
ら
5
暗
ま
で
定
期
的
に
幹

事
会
を
開
催
。
文
化
祭
や
総
会
時
に
は

臨
時
会
を
開
催
。

◆
名
簿
の
整
備
・
管
理

平
成
1
6
年
度
新
規
加
入
者
（
2
4
0

名
）
　
の
更
新
。
住
所
変
更
通
知
、
町
村

合
併
に
よ
る
住
所
変
更
内
容
の
更
新
。

平成17年度予算（案）

【収入の部】
繰　　 越　　 金 3，4 6 9，4 4 7

会　　　　　 費 1，6 0 0，0 0 0

合　 計 （∋ 5，0 6 9 ，44 7

【支出の部】
運　　 営　　 費 7 0，0 0 0

通　　 信　　 費 5 0，0 0 0

交　　 通　　 費 13 0，000

総　　 会　　 費 50 ，0 0 0

会 報 発 行 費 1，8 0 0，0 0 0

文　 化　 祭　 費 8 0，0 0 0

ホームペr ジ維持費 7 0，0 0 0

予　　 備　　 費 10 0，0 00

次 年 度 繰 越 金
2，7 1 9，4 4 7

① －②

◎



東京都立富士森高等学校同窓会会計報告（平成15年度）

【収入の部】　　　　　　　　　　　　（単位：円）

前 年 度

繰 越 金 額 2 1，874 ，244 21，8 74，2 44

同 窓 会 費 1，680 ，000 2，4 59，160
飢 6名 ×10，000円

（振込手数料 840 円）

総　 会　 費 0 0

雑 収 入 金 3 ，000 16，93 9
名 簿販売、

預金利息等

　 ！三ふてふ〟∵ぺゲ●∧；；
合 ‥詐 号‡亨；至鬱書き，

ムい・…らJいがvLイカ〟hづぺれ叩ペ：：■‾：：〈仙；㌫ご鍔√ごき診汰：ミ㌶…‡託…買曇三…慧琵洋三…認諾三㌶㌫三ぷ簑誉；蒜貫ぷ三；：笠さ誉霊≡㌻；ぎ≡芯三：㌫：㌻ご訂ミニご霊ン：㌶㌫寄霊；ど…や∨′へ東 灘 肇 墜 、ジkぺ∧ヤ〟●い仙“●一肌ト・：叫かゎンぺ、バツふ、ふ卯ペ●〟♪：：：～づ≒タグんq∴′′“やLペンⅦ“べ、　〟ふえ．芸宝；；1㌔㌫ゑ：言と㌶∨づ一箪へちヘゲ
諜棄薫芋琴奈

【支払の剖　　　　　　　　　　　　　（単位二円）

区　 分 壱　 二・ 琴 算 説　 ∴一倶 誓二・5妻　　：ここぶ三†ニご、七三㍊

運　 営　 衰 130，0 00 88，003
貸金庫使用料、

事務用品等

通　 信　 費 50，0 00 43，8 10
郵便切手、15年度電話、

ファックス代

交　 通　 費 160，0 00 1 13，340
幹事会参加役員交通

費実費

備　 品　 費 0 0

総　 会　 費 50，00 0 44，122 懇親会費用等

卒 業 生

記 念 品 代
0 0

会報発行費 1，610，0 00 1，607，655
発行費用
（校正印刷郵送料費）

文化 祭 費 150，00 0 110，305
七宝焼き講習、
材料代他

ク ラブ 他
支 援 費 0 0

卒業生名簿

更 新 費 50，00 0 0

ホームページ
60，000 67，3 05

ホームページサービ
開設維持費 ス利用料

予　 備　 費 10 0，000 10，0 00 中田様香典

返　 還　 費 0 0

特 別 会 計
17，000，00 0 17，00 0，0 00
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以上のとおり報告します。
平成16年5月15日

東京都富士森高等学校同窓会

会長　長谷川隆司

会計　馬場　幸枝

平成15年度決算につき、関係諸帳票類等をそれぞれ精査
監査の結果、適正であったことを認め、報告します。
平成16年5月15日

東京都富士森高等学校同窓会

会計監査　松　坂　章　二

会計監査　錦織政晴



平成16年度耗会の開催

に際し、旧教職員や同窓生

から多くのお便りをいただ

きました。会場には、近況

報告として掲出しました。

前号のこのコーナーヘの反

響も少なくありませんでし

たので、今号でも懐かしい

方々の近況をお届けいたし

ます。

最近、個人情報の保護が

強く叫ばれています。同窓

会事務局への近況報告です

が、中には公開されたくな

い方もいらっしゃると思い

ます。会報への掲載を希望

されない方は、一言お書き

添えください。

教
職
員
の
方
々
か
ら

○
小
林
清
純
（
第
十
代
校
長
国
分
寺
市
）

ご
案
内
を
感
謝
し
ま
す
。
富
士
森
高
校

を
退
職
し
て
、
満
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

在
校
生
の
進
路
関
係
で
希
望
が
達
せ
ら
れ

る
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の

発
展
を
祈
り
ま
す

○
下
田
幸
次
郎
（
第
十
〓
代
校
長
　
川
崎

市
）
老
齢
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
で
き
ま
せ

ん
が
、
同
窓
会
の
繁
栄
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
皆
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
。

○
小
峰
英
夫
（
第
十
≡
代
校
長
清
瀬
市
）

在
任
中
の
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事
で

は
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
、
盛
大
な
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
六
十
周
年
の
お
り
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
窓
生
の
方
々

と
親
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
富
士
森

高
校
を
側
面
か
ら
支
え
、
歴
史
の
一
ペ
ー

ジ
を
飾
っ
て
く
だ
さ
い
。
所
用
の
た
め
、

今
回
は
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
栃
本
忠
良
（
旧
教
頭
　
立
川
市
）

ご
連
絡
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
都
を

退
職
し
て
か
ら
北
里
大
学
に
勤
め
、
六
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
富
士
森
高
校
在
職
中
は
、

同
窓
会
の
絶
大
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た

だ
き
、
感
謝
感
謝
の
五
年
間
で
し
た
。
ご

盛
会
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

○
大
角
幸
子
（
社
会
科
　
国
分
寺
市
）

同
窓
会
報
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
八

七
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
元
気
で
日
本
画

を
習
っ
て
い
ま
す
。
六
月
に
国
立
市
内
の

画
廊
で
さ
さ
や
か
な
展
覧
会
を
す
る
予
定

で
す
。
昭
和
十
九
二
一
十
年
こ
ろ
学
徒
動

員
で
軍
需
工
場
で
働
い
た
卒
業
生
の
方
た

ち
に
会
い
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
長
里
繁
仁
（
数
学
科
　
市
内
北
野
台
）

ご
案
内
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
生

八
十
四
歳
。
足
腰
に
多
少
の
衰
え
は
あ
り

ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
、
著
荷
谷
の
筑
波

大
学
分
館
に
毎
日
通
勤
し
研
究
団
体
（
六

十
団
体
・
三
十
五
万
人
）
　
の
お
世
話
を
し

て
い
ま
す
。
教
育
改
革
の
お
り
、
多
忙
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。
諸
兄
の
ご
活
躍
と
母

校
の
発
展
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。

○
間
渕
隆
年
（
数
学
科
　
立
川
市
）

能
－
狂
言
・
歌
舞
伎
・
文
楽
、
そ
れ
に

新
劇
な
ど
月
に
二
十
回
は
舞
台
を
観
て
い

ま
す
。
二
月
に
国
立
劇
場
で
偶
然
に
教
え

子
と
出
会
い
、
楽
屋
を
案
内
し
ま
し
た
。

大
阪
、
京
都
へ
は
毎
月
出
か
け
て
お
り
ま

す
。
○
山
本
一
枝
（
国
語
科
市
内
元
本
郷
町
）

昨
年
、
始
め
て
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
見

せ
て
い
た
だ
い
た
施
設
の
立
派
さ
、
充
実

振
り
に
驚
き
ま
し
た
。
同
窓
会
の
蓼
々

（
り
よ
う
り
よ
う
）
　
た
る
状
態
を
打
開
し

よ
う
と
必
死
に
努
力
し
て
い
ら
れ
る
役
員

の
ご
様
子
を
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
今
後
と
も
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
神
谷
淳
子
（
国
語
科
　
市
内
北
野
町
）

す
っ
か
り
ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
三
月
、
都
立
南
多
摩
高
校
を
最

後
に
引
退
し
、
自
分
の
瞬
間
を
自
由
に
使

え
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
富
士

森
高
校
に
は
一
九
七
九
年
か
ら
十
一
年
間

勤
務
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
〈
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
と
お
会
い
し
て

当
時
の
こ
と
を
語
り
合
い
た
い
の
で
す
が
、

都
合
が
悪
く
出
席
で
き
ず
残
念
で
す
。

○
両
角
貪
〓
　
（
国
語
科
　
甲
斐
市
）

会
報
ご
恵
送
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
四
月
か
ら
三
十

八
年
八
月
ま
で
国
語
科
の
教
諭
と
し
て
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
号
の
写

真
が
懐
か
し
く
、
山
本
先
生
の
最
近
の
写

真
も
嬉
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
総
会
の
ご

盛
会
を
祈
り
ま
す
。

○
小
田
原
　
栄
（
国
語
科
　
あ
き
る
野
市
）

早
い
も
の
で
、
前
回
の
お
返
事
申
し
上

げ
て
か
ら
、
も
う
一
年
経
つ
の
で
す
ね
。

会
報
に
、
私
の
在
職
と
全
く
重
な
っ
た
三

瓶
校
長
の
お
便
り
が
あ
り
、
大
変
懐
か
し

く
存
じ
ま
し
た
。
定
年
退
職
し
て
、
時
間

に
余
裕
が
で
き
た
は
ず
な
の
に
、
残
念
な

が
ら
今
年
も
予
定
が
入
っ
て
お
り
、
参
加

で
き
ま
せ
ん
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
校
長

先
生
を
は
じ
め
現
職
員
の
皆
さ
ま
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

○
村
田
　
昭
（
数
学
科
　
市
内
元
横
山
町
）

一
九
八
九
年
に
三
鷹
高
校
を
定
年
退
職

し
、
悠
悠
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

○
石
井
　
漬
（
数
学
科
　
市
内
大
和
田
町
）

教
育
界
多
事
多
難
の
お
り
か
ら
、
母
校

の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

〇
三
宅
博
士
（
英
語
科
　
市
内
長
房
町
）

元
気
に
年
金
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て

お
り
ま
す
。
貴
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

祈
り
ま
す
。

○
岩
松
　
清
（
社
会
科
　
市
内
富
士
見
町
）

盛
岡
大
学
を
経
て
、
地
元
の
日
本
文
化

大
学
を
退
職
し
て
か
ら
丸
三
年
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
ダ
ン
テ
の
〝
神
曲
〃
を
五

年
が
か
り
で
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
の
ん

び
り
訳
し
て
い
ま
す
。

○
豊
川
　
紘
（
社
会
科
　
所
沢
市
）

卒
業
生
の
顔
・
顔
・
顔
は
、
い
つ
も
思

い
浮
か
び
ま
す
が
、
ど
う
も
職
を
辞
し
て

か
ら
は
　
「
八
王
子
」
が
す
っ
か
り
遠
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
高
尾
の
桜

◎



は
毎
年
欠
か
さ
ず
観
に
行
っ
て
い
ま
す
。

○
田
村
悦
治
（
社
会
科
　
東
村
山
市
）

昭
和
三
十
八
年
よ
り
四
十
九
年
ま
で
十

一
年
間
社
会
科
教
師
と
し
て
在
職
し
ま
し

た
。
平
成
四
年
に
定
年
退
職
し
七
十
二
歳

の
現
在
、
元
気
で
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
○
北
川
浩
平
（
理
科
　
小
金
井
市
）

富
士
森
に
は
七
年
間
在
籍
。
国
分
寺
・

武
蔵
・
石
神
井
と
転
任
し
て
定
年
。
現
在
、

七
十
五
歳
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
市
営

駐
車
場
管
理
の
統
括
を
や
っ
て
い
ま
す
。

在
任
中
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問

を
し
、
富
士
森
の
運
動
ク
ラ
ブ
の
合
宿
を

開
拓
し
ま
し
た
。
幸
い
、
部
員
か
ら
は
絶

大
な
信
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、
当
時
の
部▲現在の長房町に移転した当時（昭和30年代）の校舎

員
と
も
う
一
度
会
い
た
い
で
す
ね
。

○
山
本
　
進
（
理
科
　
あ
き
る
野
市
）

同
窓
会
の
お
便
り
を
お
送
り
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
二
十
一
年
の

こ
ろ
が
患
い
出
さ
れ
ま
す
。
あ
の
こ
ろ
の

教
職
員
の
方
々
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
・
・
・
。
私
も
七
十
八
歳
に
な
り
、

何
と
か
元
気
で
お
り
ま
す
。

○
大
高
智
恵
子
（
家
庭
科
市
内
子
安
町
）

毎
年
、
会
報
「
富
士
森
」
　
を
お
送
り
い

た
だ
き
、
懐
か
し
く
楽
し
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
二

十
年
に
八
王
子
市
立
高
等
女
学
校
に
勤
務

し
、
教
職
を
定
年
ま
で
務
め
、
続
い
て
保

護
司
を
拝
命
し
、
一
昨
年
定
年
で
退
職
。

現
在
は
、
更
生
保
護
施
設
に
席
を
置
い
て

お
り
ま
す
。

○
河
内
美
恵
子
（
家
庭
科
　
小
金
井
市
）

総
会
の
お
知
ら
せ
と
会
報
を
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
大
変
懐
か
し
く
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
予
定
が

入
っ
て
お
り
ま
し
て
、
残
念
で
す
が
出
席

で
き
ま
せ
ん
。
足
腰
を
少
々
病
ん
で
お
り

ま
す
が
、
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

○
佐
藤
秀
彦
（
音
楽
科
　
国
分
寺
市
）

一
九
七
九
年
四
月
よ
り
十
二
年
間
、
富

士
森
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
∂
　
今
年
三

月
福
生
高
校
で
定
年
退
職
を
迎
え
、
の
ん

び
り
と
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

○
原
　
健
爾
（
美
術
科
　
東
久
留
米
市
）

来
春
の
個
展
を
目
指
し
て
油
絵
の
制
作

を
し
て
お
り
ま
す
。
勤
め
も
あ
と
四
年
と

な
り
ま
し
た
。
数
年
に
一
名
く
ら
い
富
士

森
高
校
卒
の
学
生
に
合
い
、
懐
か
し
く
思

い
ま
す
。
淑
徳
短
期
大
学
社
会
福
祉
学
科

（
造
形
教
育
）
　
教
授
。

○
緒
環
≡
雄
（
保
健
体
育
科
　
立
川
市
）

昭
和
四
十
七
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で
の

五
年
間
、
体
育
の
教
師
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
教
員
生
活
三
十
二

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
練
馬
区

に
あ
る
光
ケ
丘
高
校
に
勤
め
て
い
ま
す
。

今
は
、
生
徒
を
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど

も
達
と
思
い
、
大
切
に
応
援
し
て
い
ま
す
。

○
小
野
寺
鈴
子
（
養
護
　
市
内
緑
町
）

連
休
中
に
ド
ロ
ボ
ー
に
入
ら
れ
、
が
つ

く
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
会
報
を
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
元
気
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
浅
輪
豊
治
（
事
務
　
市
内
大
塚
）

す
で
に
七
十
二
歳
と
な
り
ま
す
が
、
元

気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
総
会
の
ご
盛

会
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
年
代
の
同
窓
生
か
ら

○
大
谷
（
小
林
）
和
子
（
昭
和
二
十
年
卒
・

豊
橋
市
）

一
昨
年
、
文
化
祭
に
母
校
を
訪
ね
、
大

変
感
激
し
ま
し
た
。
母
校
の
発
展
を
お
祈

り
し
ま
す
。

○
中
村
（
中
村
）
澄
子
（
昭
和
〓
十
年
卒
）

戦
争
中
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
の
学
校
生

活
で
、
大
変
な
思
い
も
致
し
ま
し
た
が
、

で
も
一
生
懸
命
生
き
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
会
に
出
席
す
る
と
、

七
十
歳
過
ぎ
て
も
昔
の
学
生
時
代
に
戻
っ

て
話
が
弾
み
ま
す
。

○
北
島
（
北
島
）
郷
子
（
昭
和
〓
十
年
卒
）

私
は
、
第
一
回
の
卒
業
生
で
す
。
同
窓

会
は
年
一
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
に

な
る
と
お
亡
く
な
り
に
な
る
方
も
多
く
、

年
月
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
平
成
十
四
年

総
会
の
お
り
文
化
祭
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

が
学
ん
だ
学
校
と
変
わ
っ
た
様
子
に
皆
で

驚
き
ま
し
た
。

○
川
崎
（
伊
藤
）
和
子
（
昭
和
二
十
年
卒
・

安
中
市
）

平
素
、
大
変
お
世
話
様
で
す
。
第
一
期

卒
業
生
と
し
て
感
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
卒
業
前
は
、
ほ
と
ん
ど
授
業
は
で
き

ず
、
戦
争
も
敗
戦
色
が
濃
く
な
り
、
学
徒

と
し
て
頑
張
っ
た
青
春
時
代
。
様
々
な
時

代
を
経
て
来
た
今
、
母
校
の
発
展
を
心
よ

り
祈
り
ま
す
。

○
寿
美
田
（
岩
井
）
わ
か
子
（
昭
和
〓
十

一
年
卒
・
世
田
谷
区
）

主
人
と
二
人
。
二
世
帯
で
息
子
夫
婦
孫

三
人
と
賑
や
か
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
七

宝
教
室
と
出
張
教
室
で
四
十
年
経
ち
ま
す
。

社
団
法
人
日
本
七
宝
作
家
協
会
の
常
務
理

事
と
し
て
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
年
二

回
は
海
外
で
の
展
覧
会
に
出
品
し
参
加
し

て
い
ま
す
。

○
宇
津
木
恵
美
子
（
昭
和
〓
十
三
年
卒
・

相
模
湖
町
）

戦
後
の
中
央
線
の
汽
車
通
学
、
混
雑
の

車
内
へ
窓
か
ら
乗
り
降
り
し
た
事
が
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。
あ
れ
か
ら
六
十
年
近

い
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
夫
婦
二
人
で
の

生
活
。
健
康
に
恵
ま
れ
、
老
齢
の
身
で
二

◎


